
鬼
と
福
が
集
ま
る
場
所
、
鬼
恋
節
分
祭
。

２
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た「
鬼
恋
節
分
祭
」。
鬼
と
深
い
縁
を
持
つ
鬼
石
で
は
、
節
分
の
日
に
追
い
出
さ
れ
た
全
国
の
鬼
た
ち
を
迎
え
入
れ
る
よ
う
に
、
毎
年「
福
は
う
ち
、
鬼
も
う
ち
」

の「
鬼
呼
び
豆
ま
き
」の
掛
け
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。
ま
た
、
節
分
祭
に
集
ま
っ
た
鬼
と
一
緒
に
写
真
を
撮
る
子
ど
も
た
ち
が
、
思
わ
ず
泣
き
出
し
て
し
ま
う
ほ
ほ
笑
ま
し
い
場
面
も
。

怖
い
け
ど
、
気
に
な
る
。
近
づ
き
た
い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
勇
気
が
い
る
。
そ
ん
な
節
分
な
ら
で
は
の
光
景
が
、
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
び
飲
料
容
器
に
！
本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
国
な
ど
が
視
察

P２ C
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-Fujio
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-G
unm

a
 Pub

lic R
e
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株式会社細川洋行と
災害協定を締結しました

　１月27日、株式会社細川洋行と市は「災害時
における施設使用に関する協定」を締結しまし
た。この協定により、災害発生時に市の要請で
市民や帰宅困難者などの緊急時避難場所として
同社施設の一部が利用でき、天然ガスを利用し
た発電機を用いて、停電時の電力供給が可能と
なります。今後も協力して、安全、安心なまち
づくりに取り組んでいきます。
問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）

◆紺綬褒章（９月27日発令）
　本市に多額の私財を寄付された髙瀬忠尚
さんが紺綬褒章を受章されました。

髙
たか

瀬
せ

忠
ただ

尚
なお

さん（83歳・岡之郷）

受章おめでとう
ございます

　本市では髙瀬さんの意向を受け、寄付金に
ついては次代の社会を担う子どもたちの健全
な成長の支援のために、学校図書の充実に活
用してまいります。

　高田城址公園とその周辺に約4,000本の桜
が咲き誇ります。約3,000個のぼんぼりに照
らされ、三重櫓

やぐら

とともに水面に映る桜の姿は
幻想的で、「日本三大夜桜」にふさわしい美し
さです。この機会にぜひ上越市へお越しくだ
さい。
期日　４月３日㈮～19日㈰
会場　高田城址公園（上越市本城町44－1）
その他　桜の開花状況により、会期の延長を
行う場合があります
問い合わせ　（公社）上越観光コンベンション
協会（☎ 025・543・2777）

観桜会
特設ページ

　経済や産業構造を環境にやさしい持続可
能なものに変えていく取り組みとして実施
している「ボトルtoボトル」事業を視察する
ため、経済産業省ＧＸグループが清掃セン
ターを訪問しました。
　「ボトルtoボトル」事業では、市で収集
した使用済みペットボトルをサントリーの
飲料容器として再生します。視察に同行し
たサントリーグループからは、収集された
ペットボトルが適正に分別されていること
に対し高い評価をいただきました。

　市はこれからも、市民の皆さんとともに、持続可能な循環型社会を目指した取り組みを推進します。
引き続き、資源の分別リサイクルにご協力をお願いします。

COPYRIGHT 2025 © SUNTORY HOLDINGS LIMITED. ALL RIGHTS RESERVED 1

「ボトルtoボトル」水平リサイクル
使用済みペットボトルは、ペットボトル以外へリサイクルされるとリサイクルの輪が途切れて
しまいます。「ボトルtoボトル」水平リサイクルは、リサイクルの輪が続く手法です。

ペットボトル以外へ
リサイクル

焼却等

繊維トレー

リサイクルの輪が
途切れてしまう

Point
新たな化石由来原料を使用せず、
何度もペットボトルとして
循環可能

CO2Point
新たな化石由来原料を使用する
場合と比較して、
約60％※のCO2排出量を削減
※ 原料調達からプリフォーム製造までの工程において、新たな化石
由来原料を使用する場合と比較した割合です。

熱利用

資源としての
活用終了

「ボトルtoボトル」水平リサイクルって何？「ボトルtoボトル」水平リサイクルって何？「ボトルtoボトル」水平リサイクルって何？「ボトルtoボトル」水平リサイクルって何？

本市のリサイクルの取り組みを国などが視察本市のリサイクルの取り組みを国などが視察本市のリサイクルの取り組みを国などが視察本市のリサイクルの取り組みを国などが視察
問い合わせ　清掃センター（☎㉓8305）

使用済みペットボトルを再び飲料容器に！使用済みペットボトルを再び飲料容器に！

◀清掃センターの内部構造
と仕組みを説明

収集されたペットボトルの▶
分別方法について視察

　現在、日本では飲料業界を挙げて、「ボトルtoボトル」水平リサイクルを推進しています。繊維や
食品トレーなど、一度ペットボトル以外の用途にリサイクルされてしまうとリサイクルの輪が途切
れてしまいます。これに対し、「ボトルtoボトル」水平リサイクルを行うことで、資源を何度も循環
させることが可能となり、新たな化石由来原料の使用を減らすことができます。また、新たな化石
由来原料から製造する場合と比較して、CO2排出量を約60％削減できます。資源循環と脱炭素の両
面で効果があるため、水平リサイクルを推進しています。

市長
コラムコラム 　先日、散歩の途中で足元に目を向けると、太陽のように輝くたんぽぽが一足早く春

を告げていました。見上げた先にはほころぶ時を今か今かと待ちわびるように膨らみ
始めた木々のつぼみ。春を心待ちにし、少しずつ動き出す準備を始めるのは、人も自
然も同じですね。３月半ばを過ぎれば桜の便りも届き始め、やがて咲き誇る桜を思い
描くと胸が高鳴ります。
　春の気配を五感で感じると、心も体も満ち溢れるエネルギーを吸い込んだように、
前向きな気持ちが湧いてきます。春の訪れとともに気持ちを新たにし、前に進む力を
育んでいきましょう！

近づく春の足音 五感で春の気配を感じましょう！
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削
除
を
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

の
ご
意
見
を
基
に
令
和
７
年
９
月
号
か
ら

再
度
セ
ン
タ
ー
パ
ン
チ
マ
ー
ク
を
印
刷
し

て
発
行
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
政
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。秘

書
課

■
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
の
勉
強
机
の
椅
子

に
つ
い
て

　
　
ふ
じ
ま
る
で
普
段
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
を

置
い
て
お
く
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
た
だ

け
る
と
大
変
助
か
り
ま
す
。

　
　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
提
案
い
た
だ
い
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
つ

き
ま
し
て
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
自
由

に
手
に
取
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

配
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

複
合
施
設
建
設
室

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
ご
利
用
に
際
し
ご
不
明
な
点
な
ど
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ふ
じ
の
花
の
職
員
に
お

声
が
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
気
持
ち
よ
く
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
施
設
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。元

気
長
寿
課

■
広
報
ふ
じ
お
か
の
セ
ン
タ
ー
パ
ン
チ
マ
ー

ク
に
つ
い
て

　
　
広
報
ふ
じ
お
か
を
パ
ン
チ
し
て
フ
ァ

イ
ル
し
て
い
ま
す
。

　
旧
年
度
の
広
報
に
は
裏
表
紙
に
穴
あ
け

の
目
印
、
セ
ン
タ
ー
パ
ン
チ
マ
ー
ク
が
あ

り
大
変
便
利
で
し
た
。
新
年
度（
令
和
７

年
度
）の
広
報
か
ら
は
、
セ
ン
タ
ー
パ
ン

チ
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
の
よ
う

に
裏
表
紙
に
セ
ン
タ
ー
パ
ン
チ
マ
ー
ク
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
広
報
ふ
じ
お
か
は
令
和
７
年
度
か
ら
毎

月
１
回
の
発
行
と
な
り
、
紙
面
の
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
に
つ
い
て
も
一
部
変
更
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
ご
意
見
を
頂
い
た
セ
ン
タ
ー
パ
ン

チ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
位
置
に

そ
の
ま
ま
記
載
を
す
る
と
、
表
紙
や
コ
ー

ナ
ー
の
写
真
に
重
な
る
こ
と
に
な
る
た
め

■
元
気
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
の
花

で
の
車
い
す
等
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

　
　
藤
岡
市
の
中
栗
須
の
ふ
じ
の
花
の
施

設
に
時
々
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

著
し
い
歩
行
障
が
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

手
押
し
車
あ
る
い
は
車
椅
子
を
お
借
り
し

た
い
で
す
。

　
　
日
頃
よ
り
元
気
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ふ
じ
の
花
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
手
押
し
車
に
つ

い
て
は
、
施
設
管
理
者
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
安
全
に
配
慮
し
貸
し
出
し
を
中
止
し

て
お
り
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
手
押
し
車
・
車
い
す
の
貸
し
出
し
に
つ

い
て
は
、安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

車
い
す
を
１
台
設
置
い
た
し
ま
し
た
の
で

　
直
接
市
長
へ
届
く
　

「
市
長
へ
の
手
紙
」

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
日
頃
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
て
い
る

市
政
へ
の
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
市

政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
て
い
く

制
度
で
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
を
市
政
に

反
映
で
き
な
い
場
合
で
も
、
市
の
考
え
方

を
説
明
し
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
ま
す
。

①
専
用
は
が
き　
市
役
所
・
鬼
石
総
合
支

所
・
各
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
市
有
施
設
に
専
用
は
が
き
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
郵
送
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
専
用
は
が
き
以
外
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）。「
市
長

へ
の
手
紙
」と
明
記
し
て
、
〒
375
–
８
６

０
１（
住
所
記
載
不
要
）市
役
所
秘
書
課
へ

②
市
長
へ
の
手
紙
専
用
フ
ォ
ー
ム　
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の「
市
長
の
部
屋
」か
ら
専

用
フ
ォ
ー
ム
に
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③
フ
ァ
ク
ス　
「
市
長
へ
の
手
紙
」と
明

記
し
て
、
専
用
フ
ァ
ク
ス（　

㉒
９
２
２

２
）へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
て
提
言
に
責
任

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
対
応
・
回
答
に

も
責
任
を
持
っ
て
臨
み
ま
す
。

　
な
お
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
氏
名
な

ど
の
個
人
情
報
は
、
問
い
合
わ
せ
や
回
答

送
付
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

■
回
答

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
市
長
へ
の
手

紙
は
秘
書
課
で
受
け
付
け
た
後
、
各
担
当

課
で
調
査
・
検
討
し
ま
す
。

　
同
時
に
匿
名
の
も
の
も
含
め
、
全
て
の

手
紙
に
市
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
そ
の
後

担
当
課
は
回
答
書
を
作
成
し
、
市
長
と
の

協
議
を
経
て
、
秘
書
課
か
ら
回
答
書
を
送

付
し
ま
す
。
手
紙
の
内
容
に
よ
っ
て
は
回

答
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
住
所
・
氏
名
が
記
載
さ
れ
回
答
を

希
望
し
て
い
る
も
の
に
は
必
ず
回
答
し
ま

す
。

　
な
お
、
住
所
・
氏
名
の
記
載
が
な
い
場

合
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

■
公
開

　
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
は
、
個
人
情
報

を
除
い
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　住み良いまちを作るには、市民の皆さんが
何を考え、何を期待しているのかを知ること
が必要です。
　市では、市民の皆さんの声をまちづくりに
反映させるために「市長への手紙」を実施して
います。どうぞ、皆さんの声をお聴かせくだ
さい。

問い合わせ　秘書課（☎402208） 

皆さんと一緒に皆さんと一緒に

を作りますを作ります

「市長への手紙」の流れ

市民市民

秘書課秘書課

※
場
合
に
よ
っ
て
は
直
接
回
答
・
対
応

担当課担当課

市長市長

提
言

回
答

報
告
・
回
答
依
頼

回
答

報
告

指
示

調査・検討・協議

住み良いまちを作ります

■受付件数■受付件数

年度 件数

令和５年度 206件
（129件）

令和６年度 214件
（119件）

令和７年度
（12月31日まで）

160件
（79件）

（　）内は匿名の件数です

　令和７年４月～ 12 月 31 日までで、160 件の声が寄せられました。寄せ
られた声を要約して紹介します。内容別に分類すると、最も多いものが「庁舎・
市民利用施設」に関することで 49 件、次いで、「交通・道路」に関すること
が 24件、「観光・シティセールス」と「職員」に関することが 8件でした。
　これらの意見は市長だけでなく担当職員も拝読します。温かいご意見を励
みにし、また厳しいご意見には反省をして日々業務に取り組んでいます。

市政に寄せられた声

「住み良いまち」「住み良いまち」

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ

ＱＡ

複合施設ふじまるに配置したクッ
ション

元気サポートセンターふじの花に配置した
車いす

Ａ

住み良いまちを作ります
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みかぼみらい館

藤岡市立
東中学校

おおぎや
ラーメン

光病院

さくら山
展望台 多野東部

森林組合

254

13

配布会場

相談窓口 開設時間
こころのオンライン相談＠ぐんま
（LINE ID（＠gunma_soudan））【毎日】  午後７時～午前 0時
こころの健康相談統一ダイヤル
（☎ 0570・064・556）

【月～金】午前９時～午後 10時
（年末年始・祝日を除く）

県こころの健康センター
（☎ 027・263・1156）

【月～金】午前９時～午後５時
（年末年始・祝日を除く）

藤岡保健福祉事務所
（☎㉒1420）

【月～金】午前８時 30分～午後５時 15分
（年末年始・祝日を除く）

群馬いのちの電話
（☎ 027・221・0783）

【毎日】午前９時～午前０時
【第 2・4金】24時間対応

いのちの電話
（☎ 0120・783・556）

【毎日】午後４時～９時
【毎月 10日】24時間対応

よりそいホットライン
（☎ 0120・279・338） 【毎日】24時間対応

　３月は生活環境も大きく変わり、ストレスを受けやすい時期でもあります。
随時相談を受け付けていますので、一人で抱え込まず誰かに相談しましょう。
  電話相談窓口    ＳＮＳ相談窓口  

　LINEやチャットなどで悩みの
相談ができます。下記２次元コー
ドからアクセスして
ください。

  こころの体温計  
　メンタルチェックシステム「こ
ころの体温計」では、いつでも簡
単にこころの健康状態をチェッ
クできます。右記２
次元コードからアク
セスしてください。

問い合わせ　福祉課（☎402384）

こころのオンラインこころのオンライン
相談＠ぐんま相談＠ぐんま

　ナラ枯れ対策として伐採したコナラ材を無償で配布します。
日時　３月14日㈯午前９時～午後３時（なくなり次第終了）
会場　庚申山総合公園内さくらやま展望台北側（下記の地図を参照）
対象　市内在住で自己消費目的の人
定員　先着順
持ってくる物　市内在住が確認できるもの（運転免許証など）、軍手（手袋）、長袖など安全な服装
  配布について  
▷持ち帰れるのは配布会場の配布用木材のみです▷配布
会場で係員に市内在住が確認できるものを提示してくだ
さい▷配布用の木は長さ１m前後で太さは不揃いです。
薪材として加工はしていません▷配布量は軽トラック１
台分までで、１世帯１回までです。取り置きや予約はで
きません▷来場車両は普通（軽）乗用車または最大積載量
１ｔ以下の貨物車とし、積込みや運搬は各自でお願いし
ます▷荒天時は中止する場合があります。最新情報は市
ホームページを確認してください
  注意事項  
▷引き取り作業は自己責任です。事故やけがのないよう
十分注意してください▷安全性は確認していますが、薬
剤処理材のため、調理やバーベキューなどの用途での使
用はしないでください▷営利目的の持ち出しや転売はし
ないでください▷配布会場へは車両で乗り入れできます
が、道幅が狭いため、進入は多野東部森林組合方面から、
退出は藤岡モータースクール方面へ一方通行でお願いし
ます
問い合わせ　森林課（☎402316）・都市施設課（☎㉓9850）

薬剤処理したコナラ材を無償配布します

　
空
き
家
の
管
理
に
つ
い
て
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
本
来
空
き
家
の
管
理
は
所
有
者

な
ど
が
行
う
べ
き
で
す
が
、
空
き

家
の
管
理
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
、
本
市
が
空
き
家
の

所
有
者
な
ど
に
代
わ
っ
て
、
業
者

藤
岡
総
合
病
院
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
希
望
す
る
人
を
募
集
し

ま
す
。
募
集
に
伴
い
、
活
動
内
容

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
３
月
13
日
㈮
午
後
１
時
30
分

会
場　
藤
岡
総
合
病
院

業
務
内
容　
外
来
案
内
で
の
案
内

補
助
、
外
来
受
付
機
の
操
作
の
手

伝
い
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
電
話

で
藤
岡
総
合
病
院
患
者
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
㉒
3
3
1
1
）へ

　
藤
岡
総
合
病
院

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

に
管
理
を
依
頼
す
る
代
行
措
置
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。
な
お
、
措

置
に
係
る
費
用
は
、
所
有
者
な
ど

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
存
す
る
空
き
家
の

所
有
者
ま
た
は
管
理
者

持
っ
て
く
る
も
の　
依
頼
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
出
来
ま
す
）・
空
き
家
の
場
所

が
分
か
る
地
図

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
４
月
１
日

㈬
か
ら
提
出
書
類
を
持
っ
て
建
築

課（
☎
40
２
３
２
６
）へ　

　
人
生
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
ス

タ
ー
ト
は
、
体
力
づ
く
り
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　
今
後
の
人
生
を
よ
り
長
く
楽
し

む
た
め
の
秘
訣
や
、
効
果
的
な
運

動
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
自
分
に
合
う
運
動
を
見
つ
け
て
、

若
い
う
ち
か
ら
い
つ
ま
で
も
元
気

な
体
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
１
ク
ー
ル
４
カ
月
▽
４
月

９
日
㈭
〜
７
月
23
日
㈭
午
後
２
時
〜

４
時

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　
下
表
の
と
お
り

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

運
動
制
限
の
な
い
健
康
な
人

定
員
20
人（
抽
選
）

※
過
去
に
実
施
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
運
動
塾
に
参
加
し
て
い
な

い
新
規
の
人
を
優
先
し
ま
す

参
加
料　
無
料

そ
の
他　
１
日
か
ら
の
参
加
も
可

能
で
す

申
し
込
み　
３
月
９
日
㈪
〜
13
日

㈮
ま
で
に
元
気
長
寿
課
ま
た
は
ふ

じ
お
か
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

期日 内容
第１回
４月９日

フィットネスインストラクターによる美筋ボディーエクササイズ
～美・美・美姿勢～

第２回
４月23日

フィットネスインストラクターによる美筋ボディーエクササイズ
～骨盤・ぽっこりお腹改善～

第３回
５月７日

理学療法士による明日から楽に動ける？！疼痛予防と運動～首・
膝編～、管理栄養士による栄養講話「高血糖予防」

第４回
５月21日

ピラティスインストラクターによるストレッチ・体幹トレーニン
グ、管理栄養士による栄養講話「低栄養予防」

第５回
６月11日 ダンベル体操指導員によるダンベル体操

第６回
６月25日

健康運動指導士によるサーキットトレーニングで生活習慣病予防
（初級）、管理栄養士による栄養講話「減塩」

第７回
７月９日

理学療法士による明日から楽に動ける？！疼痛予防と運動～肩・
腰編～

第８回
７月23日

健康運動指導士によるサーキットトレーニングで生活習慣病予防
（中級）、管理栄養士による栄養講話「食事バランスガイド」

（
下
記
２
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
）か
ら
申

し
込
み

問
い
合
わ
せ　
元
気
長
寿
課（
☎

40
２
８
０
９
）へ

　
空
き
家
の
代
行
措
置
制
度
を
創
設

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
運
動
塾
〜
退
職
後
か
ら
の
体
力
づ
く
り
〜

３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です
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そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

健
康
福
祉

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

募　
集

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
文
化
財
保
護
課（
☎

㉓
５
９
９
７
）

　
親
子
で
一
緒
に
絵
本
や
紙
芝
居

の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
す
。

日
時　
３
月
25
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

会
場　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
会
議
室

　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。

日
時　
３
月
14
日
・
28
日
の
土
曜

日
午
後
２
時

会
場　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
図
書
館

　
あ
そ
び
の
学
校
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
大
型
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
３
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時

会
場　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
会
議
室

　
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡
で

活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
の
１
年
間
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時　
３
月
14
日
㈯
午
前
９
時

会
場　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

内
容　
歌
謡
・
大
正
琴
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
・
ダ
ン
ス
な
ど

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
藤
岡（
☎
㉒
０
５
３
４
）

期
間
３
月
20
日
㈷
〜
５
月
17
日
㈰

会
場　
藤
岡
歴
史
館

企
画
展
名　
f
r
o
m
１
９
０
１

t
o
１
９
２
７
–
高
山
社
蚕
業
学

校
の
時
代
–

内
容　
高
山
社
蚕
業
学
校
が
開
校

し
て
い
た
20
世
紀
初
め
の
で
き
ご

と
や
庶
民
文
化
な
ど
を
所
蔵
資
料

で
紹
介
し
ま
す

演
目　
あ
ひ
る
の
王
様
ほ
か

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

　
萩
原
朔
太
郎
が
愛
し
た
マ
ン
ド

リ
ン
の
音
色
と
詩
の
世
界
を
楽
し

み
ま
す
。

日
時　
３
月
14
日
㈯
▽
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
＝
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏

会
▽
午
後
２
時
〜
３
時
＝
講
演
会

会
場
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
ホ
ー
ル

講
師　
萩
原
朔
美
さ
ん（
前
橋
文

学
館
特
別
館
長
）

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

日
時　
３
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
ホ
ー
ル

内
容　
▽
段
ボ
ー
ル
空
気
砲
や
新

聞
紙
ド
ー
ム
な
ど
の
実
験
・
工
作

▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

講
師　
土
井
美
香
子
さ
ん（
N
P

O
法
人
ガ
リ
レ
オ
工
房
）

定
員
30
組
程
度（
先
着
順
・
１

組
５
人
ま
で
）

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物　
は
さ
み

そ
の
他　
実
験
で
新
聞
紙
ド
ー
ム

に
入
る
の
で
靴
下
を
着
用
し
て
く

だ
さ
い

申
し
込
み　
３
月
８
日
㈰
午
前
９

時
か
ら
ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受
付

シ
ス
テ
ム（
下
記
２
次

元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）

か
ら
申
し
込
み

　
地
域
に
開
か
れ
た
図
書
館
づ
く

り
を
市
民
と
進
め
て
い
く
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
４
月
１
日
〜
令
和
９
年
３

月
31
日

内
容　
書
架
の
整
理
・
行
事
の
手

伝
い
な
ど（
２
時
間
程
度
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

近
隣
市
町
村
在
住
で
、
図
書
館
活

動
に
関
心
が
あ
り
、
年
間
を
通
し

て
活
動
で
き
る
18
歳
以
上
の
人

定
員
40
人（
先
着
順
）

そ
の
他　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）を
確

認
ま
た
は
図
書
館
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　
３
月
８
日
㈰
〜
22
日

㈰
に
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
図
書
館
へ

※
申
込
用
紙
は
図
書
館
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

日
時　
３
月
21
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時

会
場
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
ホ
ー
ル

内
容
前
橋
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
講
師
５

人
に
よ
る
演
奏

出
演　

小
澤
維
子（
ピ
ア
ノ
）、

尾
崎
重
美（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
荻

野
容
子（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
田
島

敏
子（
チ
ェ
ロ
）、
池
上
祥
子（
ビ

オ
ラ
）

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

日
時　
４
月
４
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
ホ
ー
ル

内
容　
▽
魚
や
カ
メ
に
関
す
る
講

話
▽
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
で
透
明
骨

格
標
本
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
師　
仙
田
詩
織
さ
ん（
埼
玉
県

立
川
の
博
物
館
魚
類
飼
育
員
）

定
員
20
人
程
度（
抽
選
）

申
し
込
み　
３
月
８
日
㈰
〜
15
日

㈰
に
ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受
付
シ

ス
テ
ム（
下
記
２
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）

か
ら
申
し
込
み
ま
た
は

直
接
図
書
館
へ

教室名 曜日 開始時間 教材費など 定員
ダンス 月（月３回） 午前10時 ‐ 15人 ●

書道
（子ども）第２・４月 午後４時 1,100円/月

（本代含む） 15人 ★

茶道 第１・３火 午後７時30分 1,000円/月 15人

生花 第２・４火 午後７時30分 1,000円前後/回
正月用別途 15人

書道
（大人） 第１・３水 午後１時30分 1,000円/月

展示は別途 15人 ●

詩吟 第１・２・４木 午後１時 1,000円/月
初回別途2,000円 15人

着付け 第２・４木 午後７時30分 初回1,000円 20人

教室名 曜日 開始時間 教材費など 定員
民踊 月（月２回） 午後７時 ‐ 15人

大正琴 第１・３水 午後２時 ‐ 15人

生花 第１・３金 午後７時30分 1,000円前後/回
正月用別途 15人

教室名 曜日 開始時間 教材費など 定員

生花 第１・３火 午後７時30分 1,000円前後/回
正月用別途 15人

歌唱 第１・３水 午後２時 ‐ 20人
書道
（子ども）第１・３木 午後４時30分 ‐ 16人 ★

　令和８年度集会所定例教室の受講生を募集し
ます。
対象　誰でも参加できます（一部年齢制限あり）
　　　●＝18歳以上　○＝高校生以上
　　　★＝中学生以下
定員　各教室定員になり次第締め切り（先着順）
参加料（年会費）　▷高校生以上＝1,000円
　　　　　　　　▷中学生以下＝500円
その他　▷申込者が少ない場合は教室が開催で
　　　　きないことがあります
　　　　▷教室によって別途教材費などがかか
　　　　る場合があります

■駒形集会所

■外ノ平集会所

■上大塚東組集会所

令和８年度集会所定例教室
▷各定例教室のほか、集会所で自主サークルを
開催している場合があります。詳細は生涯学習
課へ問い合わせてください
申し込み　参加料を持って生涯学習課へ
問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）

教室名 曜日 開始時間 教材費など 定員
書道
（子ども）火（月４回） 午後６時30分

1,500円
（年２回） 25人 ★

書道
（大人） 第１・３水 午後７時 必要時 20人 ○

歌唱 第１・3木 午後７時 ‐ 20人 ●

生徒募集
イ
ベ
ン
ト

藤
岡
歴
史
館
春
季
企
画
展

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡

文
化
サ
ー
ク
ル
発
表
会

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
の

お
は
な
し
会

図
書
館
情
報

問
☎
㉒
１
６
６
９

萩
原
朔
美
氏
講
演
会

朔
太
郎
詩
の
世
界

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
お
は
な
し
の
会

集
団
で
演
じ
る
紙
芝
居
劇
場

ふ
じ
ま
る
で
L
e
t
s
理
科
読

'

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

弦
楽
と
ピ
ア
ノ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

神
流
川
は
お
も
し
ろ
い
！

■中原集会所
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そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

募　
集

出
演
時
間
１
団
体
30
分
程
度（
準

備
・
撤
収
を
含
む
）

定
員

24
団
体（
１
日
12
団
体
、

抽
選
）

参
加
料　
無
料

そ
の
他　
簡
易
的
な
音
響
設
備
は

用
意
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
３
月

26
日
㈭
ま
で
に
ふ
じ
お
か
電
子
申

請
受
付
シ
ス
テ
ム（
下

記
２
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
）か
ら
申
し
込

み
ま
た
は
市
観
光
協
会
事
務
局（
商

業
観
光
課
内
☎
40
２
３
１
７
）へ

　
生
活
保
護
世
帯
や
生
活
困
窮
世

帯
に
属
す
る
子
ど
も
が
、
自
ら
困

難
を
解
決
し
、
進
路
を
実
現
さ
せ

る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
支
援

を
行
う
、
子
ど
も
の
学
習
・
生
活

支
援
事
業
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
時
間　
週
１
回（
土
曜
日
ま

た
は
日
曜
日
）２
時
間
程
度

実
施
場
所　
市
内
３
カ
所

※
詳
細
な
場
所
は
申
し
込
み
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生

※
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活
困

窮
世
帯
に
属
す
る
児
童
・
生
徒
に

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　
１
２
０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
０
０
０
円

※
大
会
当
日
に
支
払
い

※
プ
レ
ー
費
６
１
８
０
円
が
別
途

か
か
り
ま
す

申
し
込
み　
３
月
19
日
㈭
ま
で
に

ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ

ム（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）か
ら

申
し
込
み
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
協
会
ゴ
ル
フ
部
地
区
役
員
へ

期
間　
４
月
６
日
〜
５
月
11
日
の

月
・
木
曜
日（
５
月
４
日
を
除
く

全
10
回
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場　
中
央
公
園

※
４
月
６
日
㈪
と
雨
天
時
は
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡
で
講
義
を

行
い
ま
す

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定
員
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
６
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

そ
の
他　
道
具
の
な
い
人
に
は
貸

し
出
し
ま
す

申
し
込
み　
３
月
23
日
㈪
ま
で
に

参
加
料
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　
模
型
作
り
に
必
要
な
知
識
・
技

術
を
学
び
、
ミ
ニ
電
車
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。
最

終
日
に
は
発
表
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
４
月
26
日
〜
11
月
22
日
の

毎
月
第
４
日
曜
日（
全
８
回
）午

前
９
時
〜
正
午

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

対
象　
中
学
生
以
上
の
人

定
員
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
月
額
６
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
３
月

９
日
㈪
〜
31
日
㈫
に
藤
岡
鉄
道
模

型
愛
好
会
小
林
さ
ん（
☎
０
８
０・

６
７
８
９
・
４
９
７
６
）・
生
涯

学
習
課（
☎
㉒
６
８
８
８
）へ

　
ふ
じ
の
咲
く
丘
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
２
日
㈯
・
３
日
㈷
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

限
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉

課（
☎
40
２
２
９
７
）へ

日
時　
５
月
５
日
㈷
・
６
日
㉁
・

10
日
㈰
午
前
９
時
競
技
開
始

会
場　
市
民
体
育
館

参
加
料　
１
チ
ー
ム
７
０
０
０
円

申
し
込
み　
３
月
９
日
㈪
〜
４
月

８
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
に
ふ
じ
お

か
電
子
申
請
受
付
シ
ス

テ
ム（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）か
ら

申
し
込
み

日
時　
５
月
10
日
㈰
午
前
９
時
競

技
開
始

会
場
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

種
目
▽
男
女
共
通
＝
１
０
０
ｍ
・

２
０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
１
５
０

０
ｍ
・
３
０
０
０
ｍ
・
走
高
跳
・

走
幅
跳
・
砲
丸
投
▽
男
子
の
み
＝

４
０
０
ｍ
・
１
０
０
０
ｍ
・
三
段
跳

※
学
年
別
・
年
齢
別
の
種
目
が
あ

り
ま
す

※
小
学
４
年
生
以
下
は
１
０
０
ｍ

の
み
出
場
で
き
ま
す

出
場
制
限　
１
人
２
種
目
ま
で

対
象　
県
内
在
住
の
小
学
生
以
上

の
人

参
加
料　
１
人
３
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
10
日
㈮
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　
５
月
10
日
㈰
午
前
７
時
30

分
〜
午
後
１
時

会
場
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

業
務
内
容　
受
け
付
け
な
ど

対
象　
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
高
校
生
以
上
の
人

そ
の
他　
昼
食
は
事
務
局
で
用
意

し
ま
す

申
し
込
み　
４
月
10
日
㈮
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

期
間　
４
月
４
日
〜
令
和
９
年
３

月
13
日
の
土
曜
日（
全
45
回
を
予

定
）午
前
９
時
〜
11
時

※
４
〜
７
月
は
第
２
・
４
水
曜
日

午
後
４
時
30
分
〜
６
時

会
場
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

対
象　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
村

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学
３

年
生
以
上
の
人

参
加
料　
▽
小
中
学
生
＝
１
５
０

０
円
▽
高
校
生
以
上
＝
２
０
０
０

円（
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み　
参
加
料
を
持
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
課
へ

期
間　
▽
Ａ
組（
初
心
者
向
け
）＝

４
月
21
日
〜
７
月
７
日
の
第
１
・

３
火
曜
日
▽
B
組（
経
験
者
向
け
）＝

４
月
14
日
〜
６
月
23
日
の
第
２
・

４
火
曜
日（
各
組
６
回
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

会
場
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

講
師　
瀧
本
陽
子
さ
ん（
県
健
康

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

参
加
料　
５
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み　
３
月
９
日
㈪
〜
27
日

㈮
に
参
加
料
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

課
へ

　
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
楽
し
く
体
を
動
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
28
日
〜
７
月
７
日
の

毎
週
火
曜
日
午
後
５
時
〜
６
時
30

分（
全
10
回
）

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
園
・
在
学

の
年
長
児
〜
小
学
４
年
生

定
員
20
人（
先
着
）

参
加
料　
１
５
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

※
初
回
の
教
室
に
持
参

申
し
込
み　
３
月
９
日
㈪
〜
４
月

17
日
㈮
に
ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受

付
シ
ス
テ
ム（
下
記
２

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
）か
ら
申
し
込
み
ま

た
は
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　
５
月
３
日
㈷
午
前
９
時
集

合
、
午
前
９
時
30
分
開
会

会
場　
総
合
運
動
公
園
弓
道
場

種
目　
個
人
戦

競
技
方
法　
近
的
競
技（
36
㎝
か

す
み
的
・
的
中
制
・
各
自
10
射
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学

生
以
上
の
人（
高
校
生
を
除
く
）、

支
部
会
員
の
高
校
生
、
招
待
者

参
加
料　
１
２
０
０
円

申
し
込
み　
大
会
当
日
、
午
前
９

時
15
分
ま
で
に
会
場
へ

日
時　
４
月
８
日
〜
７
月
22
日
の

第
２
・
４
水
曜
日（
全
８
回
）午

前
９
時
30
分
〜
11
時

会
場　
庚
申
山
総
合
公
園
第
２
体

育
館

講
師
宮
一
ゆ
り
さ
ん（
日
本
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
50
歳

以
上
の
人

定
員
60
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
０
０
０
円（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み　
３
月
９
日
㈪
〜
25
日

㈬
に
参
加
料
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

課
へ

日
時　
４
月
15
日
㈬
午
前
８
時
45

分（
小
雨
決
行
）

会
場　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

競
技
方
法　
ハ
ー
フ
コ
ン
ペ
方
式

（
18
ホ
ー
ル
の
前
半
９
ホ
ー
ル
の

ス
コ
ア
で
順
位
を
決
定
）

講
座
・
教
室

鉄
道
模
型
ミ
ニ
電
車
を
作
ろ
う

募
集

藤
岡
ふ
じ
ま
つ
り

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者

子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
50
８
２
１
３

市
民
春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会（
一
般
の
部
）

市
民
陸
上
競
技
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
陸
上
競
技
大
会

市
民
陸
上
競
技
教
室

日
常
生
活

筋
力
ア
ッ
プ
教
室

初
心
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

新
体
操
教
室

市
民
春
季
弓
道
大
会

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

健
康
・
体
力
づ
く
り
教
室（
前
期
）
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そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

健
康
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

日
時　
４
月
15
日
㈬
〜
５
月
19
日

㈫（
全
10
回
、
予
備
日
を
含
む
）

午
前
10
時
〜
正
午

会
場
藤
岡
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場（
か

ん
な
川
水
辺
の
楽
校
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、

藤
岡
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
会
員

定
員

20
人（
先
着
順
、
初
心
者

優
先
）

参
加
料　
５
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み　
３
月
９
日
㈪
〜
４
月

３
日
㈮
に
参
加
料
を
持
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
課
へ

日
時　
３
月
18
日
㈬
午
後
１
時
〜

４
時（
要
予
約
）

会
場　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
子
育

て
・
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容　
▽
健
康
や
栄
養
・
薬
に
つ

い
て
の
相
談
会
▽
血
管
年
齢
測
定

▽
体
組
成
測
定
な
ど

持
っ
て
く
る
物　
健
診
結
果
票
・

健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど
相
談

対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か
る
物

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金

課（
☎
40
２
２
５
９
）へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
３
月

16
日
㈪
ま
で
に
社
会
福
祉
法
人
明

清
会
就
労
継
続
支
援
B
型
マ
ザ
ー

リ
ー
フ（
☎
㉕
8
2
4
0
）・
福

祉
課（
☎
40
2
3
8
4
）へ

　
福
祉
医
療
制
度
と
は
、
左
表
の

資
格
要
件
に
該
当
す
る
人
が
医
療

機
関
を
受
診
し
た
と
き
に
、
保
険

診
療
内
の
一
部
負
担
金
を
県
と
市

で
助
成
す
る
制
度
で
す
。
申
請
し

認
定
さ
れ
る
と「
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

資
格
要
件
に
該
当
し
、
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
受
給
資
格
者
で

氏
名
・
住
所
・
障
が
い
等
級
・
健

康
保
険
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
届
出
が
必
要
で
す
。

注
意
事
項　
▽
福
祉
医
療
制
度
以

外
に
も
医
療
費
助
成
制
度（
自
立

支
援
医
療
・
指
定
難
病
な
ど
）が

あ
り
、
福
祉
医
療
よ
り
優
先
し
て

適
用
さ
れ
ま
す
。
ほ
か
の
医
療
費

そ
の
他　
▽
相
談
は
家
族
な
ど
本

人
以
外
で
も
受
け
付
け
ま
す
▽
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
利
用
者
は
体
組
成
測

定
を
行
え
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

50
７
８
０
１
）

　
こ
こ
ろ
の
病
気
を
抱
え
て
い
る

人
や
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
人
が
集

ま
り
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
体
験

談
を
聞
い
た
り
、
悩
み
を
共
有
す

る
こ
と
で
回
復
を
促
す
サ
ロ
ン
で

す
。

日
時　
３
月
23
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
き

ら
ら

内
容　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
体
験

談
・
パ
フ
ェ
作
り
・
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

対
象　
市
内
在
住
で
こ
こ
ろ
の
病

気
を
抱
え
て
い
る
人
や
ひ
き
こ
も

り
が
ち
な
人
と
そ
の
家
族
、
支
援

者
・
ピ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
人

定
員
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物　
上
履
き

そ
の
他　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
乗
り
合
わ
せ
で
の
来
場
お

よ
び
満
車
の
場
合
は
詰
め
込
み
駐

車
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

助
成
制
度
が
利
用
で
き
る
人
は
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関

受
診
時
は
、
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
者
証
と
一
緒
に
他
制
度
の
受
給

者
証
な
ど
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

▽
障
が
い
を
理
由
に
福
祉
医
療
を

利
用
し
て
い
る
人
で
、
入
院
時
の

食
事
療
養
費
の
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
は
、「
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」を
医
療
機
関
へ

提
示
し
た
人
の
み
で
す
。「
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」と
は
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
保
険
者

に
申
請
す
る
こ
と
で
交
付
さ
れ
る

認
定
証
で
す
。提
示
し
な
い
場
合
、

入
院
時
食
事
療
養
費（
１
食
５
１

０
円
）の
自
己
負
担
が
発
生
し
ま

す
▽
令
和
５
年
８
月
か
ら
所
得
制

限
が
導
入
さ
れ
、
障
が
い
を
理
由

に
福
祉
医
療
を
利
用
し
て
い
る
人

で
本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義

務
者
に
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、

福
祉
医
療
の
助
成
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
保

険
年
金
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

そ
の
他　
受
給
資
格
者
の
氏
名
・

住
所
・
健
康
保
険
の
変
更
、
受
給

資
格
者
証
の
再
交
付
申
請
、
子
ど

も
の
新
規
認
定
申
請
は
、
電
子
申

請
が
可
能
で
す

日 医療機関 産婦人科 歯科

 ５日㈰ 鬼 石 病 院
鬼 石 ・ ☎523121

中島整形外科クリニック
芦田町・☎㉔1777

深 沢 内 科 医 院
上戸塚・☎㉒6555

西 泉 歯 科 医 院
上栗須・☎㉔0418

12日㈰ く す の 木 病 院
旭 町 ・ ☎㉔3111

アイリス診療所
　森　・☎㉒2542

江 本 歯 科 医 院
宮本町・☎㉔1955

19日㈰ 飯塚クリニック
下戸塚・☎407700

中 田 医 院
旭 町 ・ ☎㉒0385

星 野 医 院
仲 町 ・ ☎㉒0116

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎㉒3311

深 井 歯 科 医 院
高崎市新町・☎420408

26日㈰ 篠 塚 病 院
篠 塚 ・ ☎㉓9261

斎 藤 医 院
緑 町 ・ ☎㉒0765

山 崎 外 科 医 院
芦田町・☎㉒1331

原 歯 科 医 院
大戸町・☎㉒0079

29日㈷ 光　　　病　　　院
本 郷 ・ ☎㉔1234

島田クリニック
中大塚・☎㉓0005

光　　　病　　　院
本 郷 ・ ☎㉔1234

松岡デンタルクリニック
上大塚・☎㉒5533

対象 資格要件 申請に必要な物
子ども 出生から18歳（年度末）まで 健康保険情報が分かる物※１

障がいのある人※２

身体障害者手帳１級・２級・３級・４級
（４級は言語機能障害のみ） 健康保険情報が分かる物※１・障がいの

程度を証明する手帳や証書、証明書
（所得課税証明書が必要になる場合が
あります）

障害年金１級・２級
療育手帳A判定・B判定
特別児童扶養手当１級・２級

ひとり親家庭 18歳（年度末）までの子どもを扶養しているひとり親家庭 申請前に相談してください父母がいない子ども 18歳（年度末）までの父母のいない子ども
※１マイナポータルの健康保険資格情報画面を印刷したもの・資格確認証・資格情報のお知らせなどのいずれか１点
※２所得制限あり

手話をやってみよう（第 84回）

　手話は音声言語と異なり、手指や体の動き、表情を使っ
て視覚的に表現する言語です。手話が身近な言語とな
るよう、皆さんもやってみましょう。
　今月は「病院」を紹介します。

　右手の指を左手首に
当てる。

問い合わせ　福祉課（☎402384）

　両手の手のひらを向か
い合わせて、下から上へ
四角い建物の形を描く。

【病院】

市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

健
康
福
祉

成
人
健
康
相
談

藤
岡
ピ
ア
サ
ロ
ン

福
祉
医
療
制
度
の
手
続
き

４月の休日当番医 診療時間は原則午前９時～午後６時　歯科医院は午前９時～正午
※急な変更が発生する場合があります。必ず連絡の上、受診してください

　◎救急テレホンサービス（☎㉓6699）　緊急に対応できる医療機関を24時間案内します
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

募　
集

健
康
福
祉

そ
の
他

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）・
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ

ズ（
☎
㉒
８
８
８
３
）

期
間
３
月
14
日
㈯
〜
12
月
20
日
㈰

使
用
料
・
定
員　
▽
１
泊（
午
後

１
時
〜
翌
日
午
前
11
時
）＝
１
サ

イ
ト
３
３
０
０
円
・
10
人
▽
日
帰

り（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）＝

１
サ
イ
ト
２
２
０
０
円
・
20
人

※
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
な

い
高
校
生
以
上
の
人
は
、
１
人
５

５
０
円
を
加
算
し
ま
す

そ
の
他　
▽
テ
ン
ト
・
食
料
品
・

用
具
な
ど
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▽
ア
イ
ス
・
ジ
ュ
ー
ス
・
炭
の
販

売
と
、
タ
ー
プ
テ
ン
ト
・
鉄
板
・

網
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
の
貸

し
出
し（
有
料
）を
行
な
っ
て
い

ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
３
月

10
日
㈫
か
ら
烏
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場（
☎
42
６
９
０
２
）へ

　
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
、
変
更
計
画
案
が
ま
と

の
親
ま
た
は
子
ど
も
が
、
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験（
高
卒
認

定
試
験
）の
合
格
を
目
指
す
場
合

に
、
対
象
講
座
の
受
講
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

支
給
額　
①
受
講
開
始
時
給
付
金
＝

受
講
費
用
の
最
大
４
割（
▽
通
信

制
＝
上
限
10
万
円
▽
通
学
、通
学
・

通
信
制
併
用
＝
上
限
20
万
円
）②

受
講
修
了
時
給
付
金
＝
受
講
費
用

の
最
大
５
割（
▽
通
信
制
＝
受
講

開
始
時
給
付
金
と
合
わ
せ
て
上
限

12
万
５
０
０
０
円
▽
通
学
、通
学
・

通
信
制
併
用
＝
受
講
開
始
時
給
付

金
と
合
わ
せ
て
上
限
25
万
円
）③

合
格
時
給
付
金
＝
受
講
費
用
の
１

割（
▽
通
信
制
＝
受
講
開
始
時
給

付
金
・
受
講
修
了
時
給
付
金
と
合

わ
せ
て
上
限
15
万
円
▽
通
学
、
通

学
・
通
信
制
併
用
＝
受
講
開
始
時

給
付
金
・
受
講
修
了
時
給
付
金
と

合
わ
せ
て
上
限
30
万
円
）

そ
の
他　
合
格
時
給
付
金
は
受
講

修
了
日
か
ら
起
算
し
て
2
年
以
内

に
高
卒
認
定
試
験
に
全
科
目
合
格

し
た
場
合
に
支
給
し
ま
す

  

共
通
事
項  

　
制
度
利
用
希
望
者
は
事
前
に
子

期
間　
通
年（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所　
税
務
課
・
鬼
石
総
合
支
所

鬼
石
振
興
課

閲
覧
内
容　
該
当
す
る
資
産
の
み

閲
覧
で
き
ま
す

閲
覧
で
き
る
人　
▽
固
定
資
産
税

の
納
税
者
▽
納
税
者
と
同
一
世
帯

の
親
族
▽
納
税
者
か
ら
委
任
さ
れ

た
代
理
人
▽
借
地
人
ま
た
は
借
家

人
▽
固
定
資
産
を
処
分
す
る
権
利

の
あ
る
人

手
数
料　
１
件
３
０
０
円（
名
寄

帳
５
枚
ま
で
）

※
４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪
は

無
料（
写
し
が
必
要
な
場
合
は
１

枚
に
つ
き
10
円
）

持
っ
て
く
る
物　
▽
閲
覧
者
の
本

人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）▽
代
理
人
は
委
任
状
▽

所
有
が
法
人
の
場
合
は
代
表
者
印

ま
た
は
委
任
状
▽
借
地
人
ま
た
は

借
家
人
は
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
の

書
類
▽
固
定
資
産
を
処
分
す
る
権

利
の
あ
る
人
は
当
該
権
利
を
証
明

す
る
書
類

そ
の
他　
納
税
通
知
書
の
発
送
は

４
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
税
務

課（
☎
40
２
２
２
８
）へ

期
間　
４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日

㈪（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　
税
務
課
・
鬼
石
総
合
支
所

鬼
石
振
興
課

縦
覧
で
き
る
人　
固
定
資
産
税
の

納
税
者
▽
納
税
者
と
同
一
世
帯
の

親
族
▽
納
税
者
か
ら
委
任
さ
れ
た

代
理
人

縦
覧
内
容　
課
税
対
象
の
縦
覧
帳

簿
の
み
縦
覧
で
き
ま
す

持
っ
て
く
る
物　
▽
縦
覧
者
の
本

人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）▽
代
理
人
は
委
任
状
▽

所
有
が
法
人
の
場
合
は
代
表
者
印

ま
た
は
委
任
状

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
税
務

課（
☎
40
２
２
２
８
）へ

  

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付  

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
就
業
に

結
び
付
く
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
指
定
講
座
を
受
講
し
修
了
し
た

場
合
、
受
講
費
の
一
部
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
額　
受
講
費
の
６
割（
上
限

20
万
円
）

そ
の
他　
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教

育
訓
練
給
付
金
の
受
給
資
格
が
あ

る
人
は
、
そ
の
支
給
額
と
の
差
額

（
下
限
１
万
２
０
０
１
円
）を
支
給

  

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金  

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
就
業
に

役
立
つ
一
定
の
専
門
資
格（
看
護

師
・
調
理
師
な
ど
）を
取
得
す
る

た
め
に
６
カ
月
以
上
養
成
機
関
で

修
業
し
、
資
格
取
得
が
見
込
ま
れ

る
場
合
、
給
付
金
を
支
給
し
て
生

活
費
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

支
給
額　
▽
非
課
税
世
帯
＝
月
額

10
万
円
▽
課
税
世
帯
＝
月
額
７
万

５
０
０
円

※
修
業
終
了
後
に
一
時
金
の
支
給

も
あ
り
ま
す（
▽
非
課
税
世
帯
＝

５
万
円
▽
課
税
世
帯
＝
２
万
５
０

０
０
円
）

支
給
期
間　
修
業
期
間
の
全
期
間

（
上
限
４
年
間
）

そ
の
他　
通
信
課
程
で
の
資
格
取

得
も
対
象
で
す

  

高
卒
認
定
合
格
者
支
援  

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い

（
中
退
を
含
む
）ひ
と
り
親
家
庭

ど
も
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
子
ど

も
課（
☎
50
７
８
０
３
）へ

　
青
少
年
育
成
推
進
員
が
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
た

め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

期
間
３
月
15
日
㈰
〜
４
月
30
日
㈭

推
進
目
標　
▽
県
民
総
ぐ
る
み
で

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
取
り
組
も
う
▽「
お
ぜ
の

か
み
さ
ま
県
民
運
動
」を
推
進
し
、

地
域
と
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
を
考
え
よ
う

※「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
」は
県
民

に
親
し
み
の
あ
る「
尾
瀬
」を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
、
青
少
年
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
使
う
た
め

の
７
つ
の
約
束
で
す
▽
お
＝（
写

真
を
）お
く
ら
な
い
▽
ぜ
＝
ぜ
っ

た
い
に
会
わ
な
い
▽
の
＝（
個
人

情
報
を
）の
せ
な
い
▽
か
＝（
悪

口
な
ど
を
）か
き
こ
ま
な
い
▽
み
＝

（
有
害
サ
イ
ト
を
）み
な
い
▽
さ
＝

（
出
会
い
を
）さ
が
さ
な
い
▽
ま
＝

（
ル
ー
ル
を
）ま
も
る

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）

収
集
日　
４
月
６
日
・
13
日
・
20

日
・
27
日
の
月
曜
日
午
後（
各
日

先
着
５
人
）

収
集
品
目　
家
具
・
自
転
車
な
ど

収
集
制
限　
各
家
庭
４
点
以
内

料
金　
１
㎏
当
た
り
33
円（
消
費

税
込
み
）

そ
の
他　
収
集
日
当
日
に
収
集
す

る
品
を
玄
関
先
に
出
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
３
月

24
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話

で
清
掃
セ
ン
タ
ー（
☎
㉓
８
３
０

５
）へ

　
運
営
体
制
の
変
更
に
伴
い
、
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
の
開
館
時
間
を
変

更
し
ま
す
。

期
日　
４
月
１
日
㈬
以
降

内
容　
▽
変
更
前
＝
午
後
１
時
〜

９
時
▽
変
更
後
＝
午
後
１
時
〜
７
時

ま
っ
た
た
め
、
縦
覧
し
ま
す
。

日
時　
３
月
９
日
㈪
〜
23
日
㈪（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所　
市
役
所
東
庁
舎

問
い
合
わ
せ　
下
水
道
課（
☎
40

２
３
２
７
）

　
勤
務
先
の
都
合
で
退
職
し
た
人

の
い
る
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税

を
軽
減
し
ま
す
。

対
象　
失
業
等
給
付
を
受
け
た
次

の
い
ず
れ
か
の
人
▽
雇
用
保
険
の

特
定
受
給
資
格
者
▽
雇
用
保
険
の

特
定
理
由
離
職
者

軽
減
期
間　
退
職
日
の
翌
日
〜
翌

年
度
末

軽
減
割
合　
前
年
の
給
与
所
得
を

そ
の
３
割
と
み
な
し
保
険
税
を
計

算
し
ま
す

受
付
期
間　
随
時

提
出
書
類　
国
民
健
康
保
険
特
例

対
象
被
保
険
者
等（
非
自
発
的
失

業
者
）に
係
る
申
告
書
・
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
通
知
の
コ
ピ
ー

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・
雇

用
保
険
受
給
資
格
通
知
に
つ
い
て

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課（
☎

40
２
８
２
２
）

　
柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨

院
）の
施
術
に
は
国
民
健
康
保
険

が
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

保
険
適
用　
骨
折
・
脱
臼
・
打
撲
・

捻
挫
な
ど
で
、
内
科
的
原
因
に
よ

ら
な
い
疾
患
。
た
だ
し
、
骨
折
お

よ
び
脱
臼
に
つ
い
て
は
、
医
師
の

同
意
が
必
要
で
す（
応
急
手
当
を

除
く
）

保
険
適
用
外　
単
な
る
肩
こ
り
や

筋
肉
疲
労
な
ど
に
対
す
る
施
術
、

仕
事
中
や
通
勤
途
中
の
負
傷
な
ど

そ
の
他　
施
術
を
受
け
る
場
合
に

は
、
柔
道
整
復
師
に
負
傷
の
原
因

を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課（
☎

40
２
８
２
２
）

そ
の
他

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

粗
大
ご
み
有
料
回
収

ウ
ィ
ズ
の
開
館
時
間
変
更

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

ひ
と
り
親
家
庭
の

自
立
を
応
援
し
ま
す

柔
道
整
復
師
の

正
し
い
か
か
り
方

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

烏
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン

春
の
青
少
年

健
全
育
成
運
動

公
共
下
水
道
事
業
計
画
の

変
更
案
の
縦
覧

GO!

　「ふじおか５つのゼロ宣言」は2050年に向け
た目標です。少し遠い未来のことのように感じ
られるかもしれませんが、達成するためには今
から行動する必要があります。市では、実現プ
ランを作成しホームページで公開しています。
また、実現のためには市民の皆さんの協力が必
要不可欠です。これまで紹介してきたさまざま
な取り組みの、実践と継続をお願いします。
▷CO２削減＝エコ通勤・宅配便の再配達を減ら
す▷食品ロス削減＝てまえどり・ローリングス
トック▷ごみ削減＝ごみの分別・マイボトルなど

継続は力なり！

みんなで５ゼロ５ゼロアクション
～ふじおか５つのゼロ宣言～

問い合わせ　環境課（☎402264）

広報ふじおか　令和８年３月号15 広報ふじおか　令和８年３月号 14



イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

健
康
福
祉

そ
の
他

募　
集

　
４
月
は
退
職
や
就
職
、
転
出
な

ど
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
の
加
入

や
脱
退
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

資
格
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
市

役
所
へ
の
届
け
出
が
必
要
に
な
る

の
で
、
加
入
・
脱
退
日
の
翌
日
か

ら
14
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

加
入
の
届
け
出
が
必
要
な
人　
▽

退
職
し
た
人
▽
扶
養
か
ら
外
れ
た

人
▽
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

市
内
へ
転
入
し
た
人
▽
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
で
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
人

脱
退
の
届
け
出
が
必
要
な
人　
▽

就
職
し
た
人
▽
扶
養
に
入
っ
た
人

▽
市
外
へ
転
出
す
る
人

持
っ
て
く
る
物　
▽
加
入
の
場
合
＝

社
会
保
険
離
脱
証
明
書
な
ど
▽
脱

退
の
場
合
＝
社
会
保
険
の
資
格
確

認
書
ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
▽
共
通
＝
本
人
確
認
書
類（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

そ
の
他　
▽
脱
退
は
、
ふ
じ
お
か

電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ

ム（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）か
ら

も
申
請
で
き
ま
す
▽
国
民
健
康
保

険
の
資
格
喪
失
後
に
誤
っ
て
旧
資

格
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
、

一
時
的
に
医
療
費
が
全
額
自
己
負

担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
▽
社

会
保
険
に
加
入
後
、
国
民
健
康
保

険
の
脱
退
の
手
続
き
前
に
医
療
機

関
を
受
診
す
る
場
合
は
、
保
険
の

切
り
替
え
中
で
あ
る
こ
と
を
医
療

機
関
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
▽
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
修
学
の

た
め
市
外
へ
転
出
す
る
人
は
、
修

学
中
の
被
保
険
者
の
特
例
制
度
の

対
象
と
な
る
の
で
届
け
出
て
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課（
☎

40
２
８
２
２
）

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ

れ
ば
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
が
猶
予

さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
学
生
納
付
特
例
の

承
認
期
間
は
４
月
〜
翌
年
３
月
で
、

申
請
は
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
行
え
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
で
も
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
承
認
を
受
け
た
翌
年
度
も
在
学

予
定
で
あ
る
場
合
は
、
３
月
末
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
形
式

の
申
請
書
が
発
送
さ
れ
ま
す
。
同

一
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
は

こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

翌
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を
利
用

し
な
い
場
合
は
、
年
金
事
務
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門

学
校
な
ど（
学
生
納
付
特
例
対
象

校
）に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
る
人

持
っ
て
く
る
物　
来
庁
す
る
人
の

身
分
証
明
書
、
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書

そ
の
他　
詳
細
は
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記

２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
）を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金

課（
☎
40
２
２
５
９
）・
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
・
０

５
・
１
１
６
５
）へ

　

西
部
工
業
団
地（
第
３
期
）地

区
、
藤
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
西

産
業
団
地（
第
２
期
）北
地
区
、

藤
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
西
産
業

団
地（
第
２
期
）南
地
区
の
３
地

区
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
を
変
更

し
た
の
で
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま

す
。
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
変
更
に
つ
い
て
も
併
せ
て

縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所　
市
都
市
計
画
課
、
県

都
市
計
画
課

  

都
市
計
画
の
変
更  

県
決
定　
藤
岡
都
市
計
画
区
域
区

分
の
変
更（
市
街
化
調
整
区
域
か

ら
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
）

市
決
定　
▽
藤
岡
都
市
計
画
用
途

地
域
の
変
更（
工
業
専
用
地
域
に

指
定
）▽
藤
岡
都
市
計
画
地
区
計

画
の
変
更（
地
区
計
画
を
策
定
）

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課（
☎

40
２
８
２
４
）・
県
都
市
計
画
課

（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
３
６
５

４
）

　
国
税
局
や
税
務
署
で
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
国
税
専

門
官（
国
家
公
務
員
）を
募
集
し

ま
す
。

期
日　
▽
第
１
次
試
験
＝
５
月
24

日
㈰
▽
第
２
次
試
験
＝
６
月
22
日

㈪
〜
７
月
９
日
㈭
の
い
ず
れ
か
第

１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す

る
日
時

会
場　
▽
第
１
次
試
験
＝
高
崎
市
・

さ
い
た
ま
市
・
新
潟
市
・
松
本
市

な
ど
▽
第
２
次
試
験
＝
さ
い
た
ま

市
な
ど

内
容　
大
学
卒
業
程
度

区
分　
▽
国
税
専
門
Ａ（
法
文
系
）

▽
国
税
専
門
Ｂ（
理
工
・
デ
ジ
タ

ル
系
）

受
験
資
格　
▽
平
成
８
年
４
月
２

日
〜
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
17
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
＝

①
短
期
大
学
を
除
く
大
学
を
卒
業

ま
た
は
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
短

期
大
学
を
除
く
大
学
を
卒
業
見
込

み
②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る

申
し
込
み　
３
月
23
日
㈪（
受
信

有
効
）ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）か
ら

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ　
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
＝
人
事
院
人
材
局
試

験
課（
☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５

３
１
１
）▽
そ
の
他
＝
関
東
信
越

国
税
局
人
事
第
二
課（
☎
０
４
８・

６
０
０
・
３
１
１
１
）

教室時間 　55分（短い教室もあります）
開催日程 　月曜日　４月６日～６月29日
  　　　　　　　　　●４月６日～９月28日
  　　　　　　水曜日　４月１日～６月24日
  　　　　　　　　　○４月１日～９月30日
  　　　　　　木曜日　４月２日～６月25日
  　　　　　　　　　◆４月９日～６月25日
  　　　　　　　　　◇４月９日～９月17日
  　　　　　　金曜日　４月３日～６月26日
  　　　　　　　　　★４月３日～９月25日
  　　　　　　土曜日　４月４日～６月27日
  　　　　　　日曜日　４月５日～９月27日
※各教室は休講日があります。詳しくは問い合わせてく
ださい

内容 開始時間 参加料

プ
ー
ル
教
室

月
曜

テクニカルスイム・長期 午後１時 5,330 円 ●

水中健康教室・長期 午後 2時 5,330 円 ●

大人水泳教室（初級）・長期 午後 3時 5,330 円 ●

大人水泳教室（中級Ｂ） 午後 7時 3,770 円

水
曜

水中健康教室・長期 正午 5,960 円 ○

アクアビクス・長期 午後 1時 9,710 円 ○

泳力向上教室・長期 午後２時 5,960 円 ○

大人水泳教室（中級B）・長期 午後 3時 5,960 円 ○

アクアビクス 午後 7時 5,620 円

木大人水泳教室（中級A） 午後７時 3,450 円

金
曜

大人水泳教室（わかば）・長期 正午 6,280 円 ★

大人水泳教室（中級Ｂ）・長期 午後 1時 6,280 円 ★

水中健康教室・長期 午後２時 6,280 円 ★

大人水泳教室（初級） 午後７時 3,770 円

土 大人水泳教室（上級） 午後７時 3,770 円

日 幼児水泳教室（年少～年長児）・長期 午前 10時 30分 9,430 円

キ
ッ
ズ
教
室

月
曜
バレエ教室（小学１～６年生）午後５時 7,670 円

HIPHOP中高生クラス 午後６時 7,670 円

水
曜

キッズダンス（年中児～小学 2年生）午後 4時 7,030 円

ジュニアHIPHOP（小学 2～ 6年生）午後 5時 7,030 円

木
曜

キッズダンス（年中児～小学 2年生）午後 5時 7,030 円

ジュニアHIPHOP（小学 3年～中学生）午後 6時 7,030 円

フ
ロ
ア
教
室

月
曜

体力向上体操 午前 10時 15分
（40分間） 4,590 円

ZUMBA 正午 9,200 円

フラダンス 午後１時 9,200 円

ストレッチ健康体操 午後２時 6,140 円

脂肪燃焼エアロビクス 午後３時 6,140 円

ボディシェイプ 午後７時 7,670 円

内容 開始時間 参加料

フ
ロ
ア
教
室

月
曜
初級エアロビクス・長期 午前 11時 11,240 円 ●

ヨガ・長期 午後４時 16,850 円 ●

水
曜

腰痛肩こり改善体操 午前 10時 15分
（40分間） 3,830 円

体力向上体操 午前 11時 5,110 円

ZUMBA　GOLD 正午 7,660 円

ピラティス 午後 1時 7,660 円

ストレッチ健康体操 午後 2時 5,620 円

やさしいヨガ 午後 3時 8,430 円

ヨガトレ 午後７時 8,430 円

シェイプアップエアロ・長期 午後６時 11,750 円 ○

木
曜

ストレッチ健康体操 午前 10時 15分
（40分間） 4,210 円 ◆

腰痛肩こり改善体操 午前 11時 5,620 円 ◆

エアロビクス 午後１時 5,620 円

ヨガ 午後 2時 8,430 円

骨盤底筋トレーニング 午後３時 8,430 円

ステップエアロ 午後７時 8,430 円

機能改善エクササイズ・長期 正午 11,240 円 ◇

ストレッチ健康体操・長期 午後４時 11,240 円 ◇

金
曜

朝ヨガ 午前 10時 15分
（40分間） 6,140 円

ストレッチ健康体操 午前 11時 6,140 円

初級エアロビクス 午後 1時 6,140 円

やさしい筋トレ体操 午後２時 6,140 円

ヘルシーボディエクササイズ 午後３時 6,140 円

ナイトエアロビクス 午後７時 6,140 円

土
曜

BOKWA～ボクワ～ 午後 1時 8,430 円

ZUMBA 午後 2時 8,430 円

バランスボール 午後 3時 9,200 円

姿勢改善エクササイズ 午後 4時 7,670 円

フィジカルトレーニング 午後 5時 9,200 円

ヨガ 午後 7時 9,200 円

日バランスエアロ・長期 午前 10時 30分 7,670 円

対　　象 　18歳以上の人（一部子ども向け）
料　　金 　参加料のほかに施設利用料がかかります
申し込み
次の各日時から事務室前で受け付け開始
▷市内在住者＝３月９日㈪から希望する各教室終了後
▷市外在住者＝３月16日㈪から希望する各教室の曜日の
午前10時

問い合わせ　みずとぴあ藤岡（☎㉒0977）

都
市
計
画
の
変
更
の
縦
覧

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・

脱
退
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

国
税
専
門
官

採
用
試
験

定期教室定期教室
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市デジタル避難訓練（風水害編）を
市LINE公式アカウントに開設しました！

　右記の２次元コードを読み取るか、
LINEの友だち検索から「＠fujiokacity」
をID検索して友だち追加を行ってくだ
さい。

　台風や大雨の際は、河川の増水や土砂災害などに注意が必要です。特に高齢者などの要配慮者は
早めの避難が重要となります。
　いつ発生するか分からない災害から命を守るためには、普段からの備えが重要です。市デジタル
避難訓練（風水害編）を通して、災害時の備え（非常時持ち出し品の準備）、防災情報の収集方法な
どを確認し、いつ発生するか分からない災害に備えましょう！
　今回新たに開設したデジタル避難訓練（風水害編）の他に、デジタル避難訓練（地震編）も実装
済みです。災害種別に応じた避難訓練をLINE上で行うことが出来ます。
　自分の命は自分で守る意識を持って訓練にチャレンジしてみましょう。

ミシンボランティアの様子

問い合わせ　　　学校教育課（☎508212）
　　　　　　藤岡第二小学校（☎㉒0854）

　藤岡第二小学校は、コミュニティ・スクールを基
盤とした北連携型小中一貫校として、未来を生きる
力を育んでいます。
　本校では、多岐にわたる分野で学校支援ボランティ
アの協力を得ています。具体的には、月１回の読み
聞かせ、ミシン・手縫い指導、習字、リコーダー指
導、花壇の手入れなど、さまざまな活動で支援を受
けています。経験豊富なボランティアの皆さんが一
人一人に寄り添い、丁寧に指導をしてくれることで、
子どもたちは学ぶ楽しさを実感しています。また、
花壇ボランティアの皆さんとの活動を通じて、環境
を大切にする心も育まれています。
　こうした地域の皆さんの温かい支援は、子どもた
ちの学ぶ意欲を高め、地域とのつながりの大切さを

～地域とともに育む、未来を生きる力～

実感する貴重な機会となっています。藤岡第二小学
校は、今後も地域とともに、子どもたちの健やかな
成長を育んでいきます。

①リッチメニュー内の「防災」を選択します
②メニュー内の「デジタル避難訓練（風水害編）」
を選択します
③訓練が開始します

① ②
〇
言
葉
は
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
、

ゆ
っ
く
り
話
し
ま
し
ょ
う

〇
で
き
る
こ
と
は
見
守
り
ま
し
ょ
う

〇
認
知
症
の
人
に
接
す
る
家
族
の

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
と
、
認

知
症
の
人
は
心
身
と
も
に
落
ち
着

い
て
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
家
族
は
つ
ら
い
気
持
ち
や
心

配
事
を
抱
え
込
ま
な
い
で
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
医
療
機
関

な
ど
の
専
門
機
関
に
相
談
を
し
ま

し
ょ
う

　
認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

市
で
は「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。　
　

相
談
窓
口
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
元
気
長
寿
課
内
☎
40
２
２

８
７
）・
藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
㉒
１
４
２
０
）・
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
・
２

６
３
・
１
１
６
６
）

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
誰
も
が
尊

厳
を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
令
和
６
年
１
月
に「
認

知
症
基
本
法（
通
称
）」が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
基
本

理
念
に
は
、
認
知
症
の
人
が
自
ら

の
意
思
で
生
活
で
き
る
こ
と
、
認

知
症
の
人
の
家
族
が
支
援
を
受
け

て
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

こ
と
、
国
民
が
認
知
症
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
は
、
健

康
な
人
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え

る
も
の
で
す
。
認
知
症
の
人
は
何

も
分
か
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
よ
り
も
不
安
に
思
い
、

苦
し
く
、悲
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
の
気
持
ち
を
想
像

す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
の
人
が
抱
く
気
持
ち
を
正

し
く
理
解
す
る
た
め
、
適
切
な
対

応
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
の
人
が
抱
く
気
持
ち

〇
不
安
と
戸
惑
い
＝
物
忘
れ
や
出

来
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

自
分
に
対
し
て
強
い
不
安
や
焦
り

を
感
じ
ま
す

〇
孤
独
感
と
恐
怖
＝
自
分
の
考
え

が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
、

ス
ト
レ
ス
や
孤
独
感
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

〇
感
情
の
残
存
＝
具
体
的
な
こ
と

は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
怒
ら
れ

た
・
悲
し
か
っ
た
と
い
う
感
情
は

心
に
長
く
残
り
ま
す

〇
自
覚
と
葛
藤
＝「
ま
さ
か
自
分

が
認
知
症
に
な
る
な
ん
て
」
と
、

現
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
心
理

的
葛
藤
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

対
応
す
る
時
の
ポ
イ
ン
ト

〇
急
か
さ
れ
る
こ
と
は
苦
手
で
す
。

共
感
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
を
聞

き
ま
し
ょ
う

防災トピックス
Fujioka Disaster Prevention Topics

ふじおか 災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。「ふじおか防災トピックス」では、知ってお
きたい災害の知識やもしもの時にやるべき事など、
いざというときに役立つ防災情報をお知らせして
いきます。

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

元
気
長
寿
課（
☎
40
2
2
8
7
）

藤岡第二小学校

  友だち追加方法

  市デジタル避難訓練（風水害編）実施方法

石川県 羽
はく

咋
い

市
姉妹都市

羽咋工業高校生がデザイン

羽咋駅のお出迎えサインお披露目
２月 10日、JR羽咋駅で新たに設置された

「お出迎えサイン」のお披露目会が行われま
した。デザインは地元の羽咋工業高校建設・
デザイン科の生徒が手掛けました。
「和」をコンセプトに、浮世絵のカラーで
イメージを膨らませました。また、千里浜海
岸の夕日をはじめ、UFO・サンダーくん・市
の花であるサツキなど、羽咋市ならではの風
景や魅力を随所に盛り込み、個性が伝わる仕
上がりとなっています。
デザインを考案した生徒からは、「羽咋市
に来てよかった。また来たい」と、訪れた人
に思ってもらえるように意識して制作したと
の思いが語られました。

新たに設置された
羽咋駅のお出迎えサイン



　情に棹させば流される。智に働けば角が立つ。
どこへ越しても住みにくいと悟った時、詩が
生れて、画が出来る。とかくに人の世は住み
にくい。意地を通せば窮屈だ。 
　とかくに人の世は住みにくい。
　どこへ越しても住みにくいと悟った時、詩
が生れて、画が出来る。意地を通せば窮屈だ。
山路を登りながら、こう考えた。智に働けば
角が立つ。どこへ越しても住みにくいと悟っ
た時、詩が生れて、画が出来る。智に働けば
角が立つ。 
　情に棹させば流される。智に働けば角が立つ。
どこへ越しても住みにくい情に棹させば流さ
れる。智に働けば角が立つ。どこへ越しても
住みにくいと悟った時、詩が生れて、画が出
来る。とかくに人の世は住みにくい。意地を
通せば窮屈だ。 
　とかくに人の世は住みにくい。
　どこへ越しても住みにくいと悟った時、詩

が生れて、画が出来る。意地を通せば窮屈だ。
山路を登りながら、こう考えた。智に働けば
角が立つ。どこへ越しても住みにくいと悟っ
た時、詩情に棹させば流される。智に働けば
角が立つ。どこへ越しても住みにくいと悟っ
た時、詩が生れて、画が出来る。とかくに人
の世は住みにくい。意地を通せば窮屈だ。 
　とかくに人の世は住みにくい。
　どこへ越しても住みにくいと悟った時、詩
が生れて、画が出来る。意地を通せば窮屈だ。
山路を登りながら、こう考えた。智に働けば
角が立つ。どこへ越しても住みにくいと悟っ
た時、詩が生れて、画が出来る。智に働けば
角が立つ。 
　とかくに人の世は住みにくい。山路を登り
ながら、こう考えた。とかくに人の世は住み
にくい。住みにくさが高じると、安い所へ引
き越したくなる。住みにくさが高じると、安
い所へ引き越したくなる。

問い合わせ問い合わせ問い合わせ　商工観光課（☎㊵2317）

題名

●●●地区
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著者▷ジーン・ウェブスター
作文の才能を買われ、月に一度手紙
を書くことを条件に、顔も知らない
紳士から大学進学の援助を受けた主
人公が、彼とのやり取りの中で成長
していく姿を描いた小説。

編集▷講談社
25人の作家それぞれが「それはそれ
はよく燃えた」という１行から、書
物や人形、恋心、人の噂などさまざ
まなテーマで物語を始めるショート
ショート集。

著者▷唯川　恵
還暦を迎えてからの人生をどう生き
るか。直木賞作家の著者が、故郷や
健康、ライフスタイルなど57の切り
口で60代の10年間をつづったエッセ
イ集。

山
やまぐ ち

口 詩
う た は

華ちゃん
（１歳３カ月・岡之郷）

笑顔が素敵なうたちゃん！これ
から

も周りのみんなを笑顔にしてね♪

竹
た け だ

田 凛
り お

桜ちゃん（３歳２カ月・下栗須）
我が家のおてんば娘りおちゃん♡これからも元気に大きくなってね♡

矢
や な い

内 翔
と あ

空ちゃん
（２歳４カ月・浄法寺）

笑顔がとってもかわいいとあく
ん。

これからも元気いっぱい過ごそ
うね

出店ブースの様子

　予定の変更が苦手な理由は、決められ
たことに対するこだわりが強かったり、今

後どのようなことが起こるのか見通しが持てず不安に
なるためです。
　もし、予定の変更が前もって分かっている場合は、
前日までにそのことを伝え、さらに当日の朝にも再度
説明をしましょう。予定の変更を早くから繰り返し伝
えていくことで、今後の活動の見通しを持つことができ、
パニックにならず予定を受け入れやすくなります。また、
口頭で伝えるだけでなく、イラストや文字を使って変
更後の内容を整理して、子どもが目で見て分かるよう
に伝えるのも良いでしょう。目で見ることで情報をより
確実に理解させることができます。子どもが文字を書
くことのできる年齢の場合には、変更した内容をノー
トに書いてもらい自分でも確認できる環境づくりをし
てみてもいいかもしれません。
　子どもが予定の変更に対応できたら褒めてあげ、パ
ニックになってしまった時には気持ちに寄り添うことも
大切です。急を要する予定でなければ、大人側も事前
に決めた予定やルールは守るようにしましょう。

予定の変更が苦手な子への対応

日常生活では気がかりなくすごせますが、
予定が変わると子どもがパニックになるこ
とがあります。対処方法はありますか。

Q

A

項目 期日・受付開始時間 対象年齢・内容
両親学級
※要予約

11日㈯
午前９時20分 沐

もくよく
浴・妊婦体験など

ママサロン
※要予約

27日㈪
午前９時50分

マタニティピラティス
など

股関節検診 14日㈫
午後１時15分 令和８年１月生まれ

４カ月児健康診査 21日㈫
午後１時15分 令和７年12月生まれ

離乳食教室
※要予約

14日㈫
午前10時 令和７年11月生まれ

育児相談
※要予約

８日㈬
午後１時

乳幼児の発育発達相談
など

すこやか教室・
ブックスタート

15日㈬
午前９時30分 令和７年９月生まれ

１歳児健康診査 15日㈬
午後１時15分

令和７年４月生まれ
※フッ素塗布券配布

１歳６カ月児
健康診査

23日㈭
午後１時15分 令和６年９月生まれ

わくわく相談
（２歳児相談）

17日㈮
午前９時45分 令和５年12月生まれ

３歳児健康診査 ９日㈭
午後１時 令和４年12月生まれ

５歳児健康診査 ７日㈫・８日㈬
午前８時50分

令和３年４月生まれ
※集団遊びがあります

「小野マルシェ」を
開催しました

小野地区

地域づくり課（☎402211）

それはそれはよく燃えた 60代、日々好日 時々ため息 ダディ・ロング・レッグズ

こども医療電話相談 ☎＃8000
［受付時間］ 月～土曜日/午後６時～翌朝午前８時
日曜日・祝日・年末年始/午前８時～翌朝午前８時（24時間）

　休日や夜間に子どもの体調変化について対処方法などの相談
ができます。

4月
April

●会場：複合施設ふじまる子育て・健康センター
●問い合わせ：子育て応援課（☎507805）

■対象
■応募方法

■応募先

市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
①右記２次元コードから応募②任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前（ふりがな）・生年
月日・子どもへのメッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
秘書課広報広聴係（☎402208  hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

　小野地区地域づくり協議会では、地域活性化やコミュニティ維持を目的にさまざまな事業を展
開しています。今回は、令和７年６月１日に開催した「小野マルシェ」の様子を紹介します。

軽スポーツのモルック体験

  第２回小野マルシェ  
　「小野マルシェ」は、住民同士のつながりを
育み、地域の一体感を創出する場として、昨
年度から開催しています。
小野地区の飲食店を中心としたキッチンカー

や物販の出店ブースが並び、地域の味や特産
品に触れながら交流を深める機会を提供しま
した。協議会を核とした運営体制のもと、とっ
ちゃなげ汁の配布や軽スポーツの体験会も実
施し、日頃から顔の見える環境づくりを目的
として世代を超えた交流プログラムを充実さ

せました。
　また、今年度は制
服譲渡会を同時開催
し、卒業生の制服を
新入生へ譲る取り組
みを実施しました。

譲渡会から卒業生と新入生、保護者と地域のみ
んなでつながりを深めて、地域の世代間連携を
より一層強化し、思いやりの輪を次の世代へ広
げています。
　地域の皆さんの協力を得て、盛況に終了でき
たことは、まさに地域一体の力の証です。今後も、
地域資源の発掘・活用を通じた新たな交流プロ
グラムの創出を進め、誰もが参加しやすい場所
づくりを徹底し、世代を超えた交流から、安全
で活力あるまちづくりを小野地区の皆さんと共
に築いていきます。

開館時間　　午前９時～午後９時
休館日　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
問い合わせ　複合施設ふじまる図書館（☎㉒1669）
※電子図書館（右記２次元コードを読み取り）も利用してください
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▷残された部材を保全し、修復して使用
▷地下の遺構を保護して施工
▷建物の意匠を損なわない耐震補強
▷文化財修復の専門技術者の手による施工

　市では、世界遺産である高山社跡の修復・
耐震補強工事に取り組んでいます。
　現在は母屋兼蚕室を全解体し、部材を修復
した上で再築する修理をしています。解体に
伴う調査の中で、建物に施された養蚕の工夫
が明らかになってきました。
　高山社跡のような文化財建造物の修復・耐
震補強工事は市で初めてのことです。今後も
工事や調査成果の発信に取り組んでいきます。

　
災
害
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
一

瞬
に
し
て
一
変
さ
せ
る
出
来
事
で

す
。
特
に
日
本
は
地
震
・
台
風
・

大
雨
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が

多
く
、
誰
も
が
被
災
者
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
が
起
き
た
時
に
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
人
命
の
保
護
と
身
体

の
安
全
で
す
。
加
え
て
、
平
時
と

変
わ
ら
ず
一
人
一
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

災
害
時
に
発
生
す
る
課
題

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、乳
幼
児
、

妊
産
婦
、
傷
病
者
な
ど
は
災
害
弱

者
と
呼
ば
れ
、
災
害
時
の
対
応
が

難
し
く
、
自
力
で
の
避
難
や
安
全

確
保
が
困
難
で
す
。
ま
た
、
日
本

語
の
理
解
が
十
分
で
な
い
外
国
籍

の
人
は
、
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ

ず
、
支
援
か
ら
取
り
残
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
被
災
す
る
と
多
く
の

人
が
避
難
所
で
の
慣
れ
な
い
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
生
活
環

境
が
急
激
に
変
化
し
、
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

災
害
弱
者
は
適
切
な
対
応
を
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

避
難
所
で
の
人
権

　
避
難
所
で
は
、
医
療
や
生
活
物

資
の
不
足
に
よ
り
、
命
や
健
康
を

守
る
た
め
の
基
本
的
人
権
が
十
分

に
保
障
さ
れ
な
い
状
況
に
陥
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
集
団

で
生
活
す
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
が
難
し
い
状
況
が
発
生
し

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
災
害
時
に
は
、
災

害
そ
の
も
の
の
被
害
に
加
え
、
人

権
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
二
重
の

苦
し
み
を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

安
心
安
全
の
確
保

　
本
市
で
は「
藤
岡
市
地
域
防
災

計
画
」に
の
っ
と
り
、
避
難
時
に

支
援
が
必
要
な
人
を
把
握
し「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」と「
個

別
避
難
計
画
」の
作
成
・
更
新
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
藤
岡
市

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作

成
し
、
災
害
発
生
時
の
具
体
的
な

対
応
を
定
め
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
避
難
所
の
混

雑
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
や
災

害
弱
者
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
の

開
設
、
性
別
に
配
慮
し
た
避
難
所

の
運
営
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
避
難

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
安
心
安
全
が
確
保
さ
れ
る
た
め

に
は
、
市
民
の
一
人
一
人
が
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
特
に
身
近
な
災
害
弱
者
へ

の
支
援
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
し
て
、
災
害
発
生
時

に
は
、
多
様
な
背
景
や
ニ
ー
ズ
を

持
つ
人
が
平
等
に
扱
わ
れ
、
差
別

や
偏
見
な
く
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
私
た
ち
市
民

に
求
め
ら
れ
ま
す
。
災
害
時
だ
か

ら
こ
そ
、
人
権
の
尊
重
が
大
切
で

あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
共
に

支
え
合
う
社
会
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
地
域
安
全
課（
☎

㉒
７
４
４
４
）・
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
6
8
8
8
）

　活動を通して、山に入り、木に触れ、
現場の声を聞く中で、林業の大切さを知
ると同時に、次の世代へどのようにつな
げていくかという課題を学びました。
　その過程で、「ふじおか林業ハイキング
ツアー」を企画運営できたことは貴重な経
験でした。また、イベントや作業に参加し、
地域の皆さんと交流できたことも、私に
とって大きな財産となりました。
　協力隊としての任期は終了となります
が、藤岡市の森林、そして林業の未来を
これからも見守り、支えていきたいと思
います。

　協力隊の任期は残りわずかとなりました。着任当初
は地域の皆さんに温かく迎えてもらい、快く新天地で
の活動をスタートすることができました。

地域おこし協力隊
　　　渋木　香里
問い合わせ　森林課（☎402316）

協
力
隊
の
活
動

は
こ
ち
ら

『感謝の気持ち』

相談 日時 会場 予約 問い合わせ

法律相談 ６日㈪・9日㈭・17日㈮
午後１時～４時 市役所本庁舎

下記期日から電話またはふじ
おか電子申請受付システム（右
記２次元コードを読み取り）
で予約（年度内に１回まで）
▷ ６日＝３月23日㈪
▷ ９日＝３月26日㈭
▷17日＝４月３日㈮

地域づくり課
（☎402211）行政相談 ８日㈬・15日㈬・16日㈭

午後２時～４時
市役所本庁舎
16日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

人権相談 10日㈮・16日㈭・24日㈮
午後１時～３時

市役所本庁舎
16日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

不動産相談 15日㈬
午後１時30分～３時 市役所本庁舎

電話またはふじおか電子申請
受付システム（右記２次元コー
ドを読み取り）で予約

心配ごと相談 ８日㈬・22日㈬午後１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ（予約不要）

市社会福祉協議会
（☎㉒5647）相続・遺言相談 21日㈫午後１時～３時30分 総合学習センター北棟 要予約

ボランティア
相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時 総合学習センター南棟 予約不要▷相談方法＝電話・面談

青少年相談

毎週月～金曜日
午前９時～午後４時
（LINEのみ午後５時まで）青少年センター（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談・LINE
（アカウント名：藤岡市青少年
センター）

青少年センター
（☎㉔4150）毎週土・日曜日

午後１時～４時

教育相談 毎週火・木・金曜日
午前９時～午後４時

教育研究所
（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談

教育研究所
（☎㉓9801）

家庭児童相談 毎週月～金曜日午前９時～午後４時 子育て・健康センター 予約不要▷相談方法＝電話・面談
子育て応援課
（☎507805）

高山社跡母屋兼蚕室の建物基礎と耐震補強工事

「10年、20年先の都市環境を創造するまちづくり」を
テーマとした藤岡市の施策を紹介します。

問い合わせ　文化財保護課（☎㉓5997）

　日常生活に関する悩み事、困り事の相談を無料で受けます。相談員は各分野の専門家で、秘密
は厳守します。

ったときの４月の無料相談困

考考
え
る
え
る

人
権
をを

〜
災
害
と
人
権
〜

地域の誇り、世界遺産を保全します
世界遺産「高山社跡」の修復工事

工事の特徴



銀
映
座
の「
映
」を
中
華
の「
華
」に

変
え
て「
銀
華
亭
」。
映
画
館
の
こ
ろ

か
ら
の
顔
見
知
り
が
ひ
っ
き
り
な
し
に

訪
れ
て
繁
盛
し
ま
し
た
。
60
年
間
続
け

て
こ
ら
れ
た
原
動
力
を
尋
ね
る
と
、「
生

活
の
た
め
と
、
楽
し
か
っ
た
か
ら
、
そ

の
両
方
か
な
。
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ

て
、
体
力
も
あ
る
。
こ
の
歳
に
な
っ
て

ま
で
働
け
る
の
は
す
ご
く
幸
せ
な
こ
と

で
す
ね
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
私
は
運
が
良
い
し
、
周
り
に
い
い

人
ば
っ
か
り
集
ま
る
の
」と
話
す
ふ
く

さ
ん
。
夫
が
亡
く
な
り
閉
店
を
考
え
て

い
た
時
に
は
、
息
子
が
お
店
の
継
続
を

買
っ
て
出
て
く
れ
ま
し
た
。「
元
気
に

働
く
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」と
し
て
メ
デ
ィ

ア
に
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
遠
方
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
人
の
悪
い
こ
と
は

し
な
い
。
こ
れ
が
私
の
信
条
な
の
。
そ

う
や
っ
て
生
き
て
き
た
ご
褒
美
を
、
今

貰
っ
て
い
る
の
か
な
」と
目
を
細
め
ま

す
。

　
山
あ
り
谷
あ
り
の
１
０
３
年
。
小
柄

な
体
で
そ
の
歴
史
を
背
負
い
な
が
ら
、

苦
労
を
吹
き
飛
ば
す
太
陽
の
よ
う
な
明

る
さ
と
笑
顔
で
、
日
本
中
に
元
気
と
勇

気
を
届
け
て
い
ま
す
。

０
３
歳
に
な
っ
て
も
働
い
て
い

る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
」

と
快
活
に
笑
う
ふ
く
さ
ん
。
夫
と
始
め

た
ラ
ー
メ
ン
店「
銀
華
亭
」を
鬼
石
の

町
で
守
り
続
け
て
60
年
、
体
力
の
許
す

限
り
厨
房
に
立
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　
実
家
は
養
蚕
学
校
の
分
教
場
で
、
父

親
に
は
よ
く
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
て
い

た
と
い
う
ふ
く
さ
ん
。
藤
岡
高
等
女
学

校
を
卒
業
後
は
バ
ス
会
社
に
勤
め
、
終

戦
か
ら
４
年
後
の
１
９
４
９
年
に
結
婚

し
て
鬼
石
へ
や
っ
て
き
ま
す
。
夫
の
家

は「
銀
映
座
」と
い
う
映
画
館
を
営
ん

で
い
て
、「
毎
日
映
画
が
見
ら
れ
る
な

ら
い
い
か
な
、な
ん
て
思
っ
て
い
た
の
。

一
人
で
東
京
へ
観
に
行
く
く
ら
い
大
好

き
だ
っ
た
か
ら
。
だ
け
ど
と
ん
で
も
な

い
！
大
忙
し
の
毎
日
で
し
た
」と
振
り

返
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
徐
々
に
テ
レ
ビ
が
一
般

家
庭
に
も
普
及
し
、
映
画
の
人
気
が
低

迷
。
映
画
館
を
閉
め
、
飲
食
店
を
開
く

こ
と
を
考
え
ま
す
。「
私
が
知
り
合
い

の
お
店
に
修
行
に
行
っ
て
、
ラ
ー
メ
ン

と
餃
子
な
ら
、
と
思
っ
て
半
年
習
い
ま

し
た
。料
理
が
得
意
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
」

と
あ
け
す
け
に
笑
い
ま
す
。
お
店
の
名

前
は
ふ
く
さ
ん
が
命
名
し
た
そ
う
で
、

「
１

1923年多野郡美九里村（現藤岡市）生まれ。
1965年に旧鬼石町にラーメン店「銀華亭」
をオープンし、60年以上厨房に立ち続け
ている。今年２月で103歳を迎えた。

銀華亭女将

天
あまがわ

川　ふくさん
Pro� le
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ロ
ン
グ
ラ
ン
な
人
生
、
笑
顔
で
上
映
中


